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　トラツリアブの成虫は10月上旬
〜11月中旬に見ることができます。
日本では中国地方の一部に生息し
ています。日本の近代昆虫学の基
礎を築いた先覚者で、「日本昆虫学
の祖」と称された松村松年が初め
て文献上に記録し「花上ニアレド
稀ナリ」と表現しました。メスはつ
ぶらな眼をしていますが、オスは
2つの眼がつながっていてハエの
ような眼をしています。顔の中央
部にある細長いストローのような
器官で、花の蜜を吸います。バッ
タに寄生する特徴があります。

トラツリアブ

　阿波座ジャンクションはイン
タージャンクションマニアからは
首都高速道路の箱崎インタージャ
ンクションに並ぶ「西の横綱」と
評されています。9mの高さに8本
の道路が折り重なっており、大阪
港線を上下から挟み込む3層構造
になっています。重厚感が特徴で、
写真愛好家からも人気があります。

阿波座ジャンクション（大阪府）

◆�　10月２日と３日にワールド記念ホールと神戸国際展示場で
開催された「第62回全国建設業労働災害防止大会」に全国から
多数の御参加をいただき、誠にありがとうございました。総合
集会、専門部会とも成功裡に幕を閉じることができました。
　�　本11月号の「特集」において、全国大会開催の記事を掲載し
ています。
　�　特別講演では、阪神・淡路大震災から30年目を迎え、元
NHKアナウンサーの住田氏から、体力のある若者でも、倒壊し
た建物から自力では脱出できずに、犠牲となったことが語られ
ました。当時の、震災の衝撃を思い起こした方もいらっしゃる
と思います。
　�　また、台風23号の災害時にトップとして、待ったなしの重要
な判断を迫られた元豊岡市長中貝氏の講演では、災害時にいか
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建災防からのお知らせ
◆新商品のご案内 � 17
◆第63回全国建設業労働災害防止大会（新潟大会）研究論文募集!! � 18
◆令和８年度顕彰基金による顕彰作品の募集 � 19
◆11月は過労死等防止啓発月間です � 29

に自分の命を守るかを考えさせられました。
　�　そして、災害後の建設業関係者の惜しみない支援が、救助と
復旧・復興に大いに貢献したことは、建設業界の誇りとして忘
れてはならないと思います。
　�　大会の様子は、オンデマンド配信で、10月６日（月）から11
月10日（月）まで配信されています。現地に御参加いただけな
かった方も、大会の雰囲気を大いに感じていただけると思いま
す。御参加いただいても、見ることができなかった、同時間帯
の研究発表を見ていただけます。記事と併せて、御覧いただけ
ればと思います。

建災防ホームページ 　

○建災防協進会　安全衛生保護具・機器コーナー � 24
大事な目を守る
山本光学㈱　理事　上田 勝彦

○災害事例に学ぶ � 31
0.45（コンマ45）バックホウが0.1（コンマ１）バックホウを吊り降ろし中に転
倒して約５m下に墜落

○災害統計 � 32

○COHSMS認定 � 29
田部井建設㈱、川中島建設㈱が更新認定!!
建設業労働安全衛生マネジメントシステムセンター

○建災防の活動 � 30
第170回常任理事会を開催

○特集 � 2
第62回全国建設業労働災害防止大会 in 兵庫 開催!!
編集部

○化学物質対策コーナー No.8 � 20
ポルトランドセメントについて考える

（独）労働者健康安全機構　労働安全衛生総合研究所
化学物質情報管理研究センター　センター長代理　小野 真理子
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